
理事会議事録 
 

 

議   事   内   容 

 

■協会長挨拶 （上野協会長） 

みなさんこんばんは、今年最後の理事会となりました。昨年 12月に前池田協会長が退任され、本年

1月より新しく協会長を拝名し、最初は不安もありましたが皆さんのご協力により、無事 12月を迎え

ることができました。ありがとうございました。引き続き来年もご協力をいただきますよう、よろし

くお願いします。毎月の冒頭挨拶でコロナ感染につてお話をしていますが、寒くなりまた感染者が増

加しています。今日は東京で感染者が 2万人を超えたと報道されていました。これから年末、年始と

外出される機会も多くなります。外出時は感染対策をしっかりとしていただきたいと思います。今年

の連盟・協会行事は、ほぼ予定どおり開催することができました。来年も出来る限り開催したいと思

っておりますので、ご協力をよろしくお願いします。 

■全日本カレイ成績および入賞者への賞品の配布について （上野協会長） 

入賞者に対し賞品が配布された。   《拍手》 

■大物名人戦結果報告および賞品の配布について （湯浅大物部長） 

参加エントリーが 52名、実参加 49名で開催されました。優勝～3位入賞の方には、メダルが贈呈され

た。また、参加者全員に参加賞としてＴシャツとステッカーを進呈します。《拍手》 

■連盟拡大常任理事会および本部役員会の報告について （上野協会長） 

新任協会長ならびに本部役員の交代報告 

・大阪協会長  上野雅春  ・愛知協会長 内籐壮一 

・連盟大物部長 福田俊彦  ・連盟大物システム担当 神野真一 

各協会からの提案事項についての審議結果 

 ・全キス。全カレイの受付け廃止について 

  連盟：来年の全キス、全カレイまで受付け無しで試行する旨が決まっているので、その後に検討を 

     実施する。 

 ・全キス、全カレイでの竿数を 5本までにする 

  連盟：3本から減少する意見もある、多数決の結果、現行の 3本とする。 

 ・大物システムを活用した連盟名簿の管理、また、オンライン会議の開催について 

  連盟：大物システムを改良するためには高額の費用が必要となる。多額の費用を掛ける対価がない

ように思われる。会員登録のみであれば、表計算ソフトの活用で出来るかもしれないので 
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検討する。また、オンライン会議については、少し問題があり難しいところがある。これまで通り

年 3回の開催で行う。 

・大物システムを活用した大物申請を行う 

  連盟：魚拓申請が無くなり、写真申請のみとなってしまう。申請された写真を誰が承認するのか等

多くの問題があるので、現時点では無理である。 

・毎月の大物申請集計表をシステムより出力できるようにする 

連盟：現行のシステムで形は違うが集計表は出力できるようになっている。また、システムを改良 

するには高額の費用がかかるので現行で対応を願いたい。 

・キャスティング用品（備品）の購入協力について 

  出来る限り協力する。 

・連盟資材の値上げについて 

ネームシール、2,800円 → 3,000円に改定。 

  名刺、片面 700円 → 800 円に、両面 1,000円 → 1,200円 に改定。 

  検寸スケールが、現在保有の在庫（180個）が無くなれば大きく値上げとなります。（価格は未定） 

在庫分は現価格で販売し、無くなり次第、価格改定となります。 

 

■資材部より（裏野資材部長） 

・検寸スケールを 30個購入する。 

■令和 5年度連盟行事日程について 

 ・来年度の連盟行事日程が決議された。 

■日本記録の認定について 

・魚名：ニベ   拓寸：61.3cm （実寸：58.4cｍ） 

釣日：令和 4年 10月 11日 

釣人：関西サーフ   安達 伸太郎 氏 

釣場：徳島県 徳島市川内町 

■令和 5年度会員登録につて （上野協会長） 

・大きな変更点はありません。各クラブ担当者に登録書類を送付しますので、来年 1月の新年総会に

て会費を添えて提出をお願いします。各クラブで入っていただいている釣り保険ですが、連盟推奨

の損保ジャパン、東京海上以外の保険に加入されている方は、証明書の提出をお願いしていました

が、今後は、証明書の提出は不要となりました。また、損保ジャパンについては、携行品（釣具）

の保証が無くなりますので注意願います。 

■大阪・兵庫合同納竿大会結果について （上野協会長） 

・成績表がまだ届いておりませんので、届きしだい各クラブに送付いたします。なお、表彰につては

来年の新年総会にて行います。 

■連盟新年総会への出席について （上野協会長） 

・10名以上の会員がおられるクラブいついては案内状が届いていると思います。必ず出欠の可否を提

出して下さい。また、これまでは 10名以下のクラブや、クラブ代表者以外の方の出席をしていただ

いていましたが、来年度はコロナの関係で、大阪協会は、10名以上のクラブ代表者以外は、10名以



内の出席となっています。出席希望者が多数の場合は、協会役員にて抽選させていただきます。 

 

■令和 5年度協会行事日程について （沢田事務局長） 

・事務局にて作成した（案）に基づき審議された。 

 ・7月 23日の夏季ＳＣ通信大会については、夏休みに入っており会場の確保が危ぶまれるため、都合

により 9月に変更する場合がある。 

 ・大物名人戦については、令和 5年 1月～12月の 1年間成績を加味し、令和 6年度に開催するため、 

令和 5年は開催しない。 

 ・これまでの記念周年大会は、各協会に案内を送り盛大に開催していましたが、近年コロナ禍により

多人数が集まる事ができず、審査後はすみやかに帰宅するようになっています。また、他協会の方

を招致し大勢が集まって審査、表彰式等を行う場所がない状態です。従って、大阪協会のみで記念

大会を行いたいと思っています。  ≪拍 手≫ 

協議の結果、4月の春季大会を 協会 55周年記念大会として実施する。 

■令和 5年 協会役員について （上野協会長） 

・環境部長の本屋敷氏が退任するにあたり、沢田事務局長が兼務することが決議された。≪拍手≫ 

■その他 

・協会初釣り大会の申込みは、1月理事会にて受付けを行います。審査会場は「海とのふれあい広場」 

（大和川左岸）を考えています。また、釣り開始時間は、秋季大会と同様の前日の午後１時にしたい

と思っています。詳しい要項につては、出来しだい各クラブに送付します。 

 

以上 

 

 


